
地下化した東急目黒線の地上に造成された武蔵小山緑道公園。

目黒との区界に細長く延びており、そぞろ歩きしながら一息入れる

のに、ぴったりのスポットです。

小山５丁目、西小山駅寄りの出入り口から入ると、すぐ右側に

「区民ギャラリー」と記された展示用のスペースが設置されていま

す。展示板の１面の大きさはタテ約９０ｃｍ、ヨコ約１８０ｃｍで、

これが６面つらなっています。品川区公園課が、住民参加による緑

道プランづくりのなかで出されたアイデアをもとに設置したもので、

目下のところ、「荏原六中ストリート・ギャラリー」と称して、す

ぐ近くに建つ荏原第六中学校の生徒の作品が展示されていました。

少し行くと「電車シェルター」が立っています。これは、目蒲線

時代の緑色の車両をイメージした、いわばモニュメントです。これ

を見て、当時を懐かしむ人もいるのでは？

武蔵小山駅寄りの出入り口付近には、小さな池とせせらぎからな

るビオトープがあります。水ぬるむ頃にはオタマジャクシがウヨウ

ヨ、ヒヨドリなどの野鳥、蝶や

トンボなどの昆虫も姿を現し、

生き物たちの楽園になります。

このほか、園内にはハナミズ

キやサルスベリ、ムクゲなどの

花木も植えられ、これからの季

節、目を楽しませてくれます。

１月頃から早春にかけて、公園や庭先などで鮮やかな黄

色い花を付けるマンサク。細長い紐状の縮れた花びらが特

徴です。漢字では「満作」とか「万作」などと表記します

が、名前の由来がおもしろい。諸説ありまずが、一つは、

季節が春めいてくると、他の花に先駆けて咲くので、「ま

ず咲く」を、東北地方の訛りで「まんず咲く」が「マンサ

ク」に。もう一つは、花が枝に満ちる様子を「豊年満作」

にたとえ、縁起をかついで

「マンサク」と名付けた、と

いわれます。欧米ではマンサ

ク属の植物を「魔女のハシバ

ミ」と呼んでいるそうです。

花言葉は「霊感」「ひらめ

き」「直感」「神秘」また

「幸福の再来」など。魔女を

連想させるような意味深なものが多いように感じます。個

性ある花に由来するのでしょうか。

なお、常緑性のトキワマンサクは、マンサクと同じマン

サク科であるが、属が異なる別の樹木です。
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荏
原
警
察
署
と
荏
原
職
域
防
犯
協
力
会

共
催
に
よ
る
「
特
殊
詐
欺
根
絶
パ
レ
ー
ド
」

が
２
月
10
日
（
火
）
、
武
蔵
小
山
パ
ル
ム

商
店
街
を
行
進
し
ま
し
た
。

「
特
殊
詐
欺
」
と
は
、
相
変
わ
ら
ず
後

を
絶
た
な
い
「
振
り
込
め
詐
欺
」
を
は
じ

め
、
保
険
料
や
税
金
が
戻
っ
て
く
る
と
言
っ

て
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
、
現
金
を
振
り
込

ま
せ
る
「
還
付
金
詐
欺
」
、
株
や
社
債
な

ど
金
融
商
品
の
購
入
を
持
ち
か
け
、
ト
ラ

ブ
ル
を
装
っ
て
金
を
脅
し
取
る
「
金
融
商

品
詐
欺
」
な
ど
を
言
い
ま
す
。

当
日
午
後
２
時
30
分
に
、
ス
ク
エ
ア
荏

原
前
の
広
場
に
は
、
荏
原
第
一
か
ら
第
五

ま
で
の
連
合
町
会
有
志
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
荏
原
セ
ー
フ
テ
ィ
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
荏

原
母
の
会
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆

さ
ん
な
ど
約
３
５
０
人
が
集
合
。

荏
原
警
察
署
の
長
南
署
長
が
『
昨
年
、

当
管
内
で
は
22
件
の
「
振
り
込
め
詐
欺
」

な
ど
の
「
特
殊
詐
欺
」
が
発
生
し
、
被
害

額
は
７
１
０
０
万
円
に
上
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
金
融
機
関
や
商
店
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
、
５
０
０
０
万
円
相
当
の
被

害
は
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

改
め
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
対
策
を
立
て
る

必
要
が
あ
る
、
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
と

も
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
』
と
挨
拶
。

引
き
つ
づ
き
、
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
の
演
技

が
披
露
さ
れ
、
警
視
庁
音
楽
隊
の
演
奏
に

あ
わ
せ
て
パ
レ
ー
ド
が
始
ま
り
ま
し
た
。

パ
ル
ム
商
店
街
で
は
、
買
い
物
客
や
通
行

人
に
「
特
殊
詐
欺
」
の
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
呼
び
か
け
な
が
ら
、
武
蔵
小
山
駅
前

ロ
ー
タ
リ
ー
ま
で
行
進
し
ま
し
た
。

「
ゆ
た
か
な
暮
ら

し

つ
な
が
る
地
域
」

を
テ
ー
マ
に
「
第
40

回
品
川
区
消
費
生
活

展
」
「
第
７
回
社
会

貢
献
活
動
し
な
が
わ
」

が
２
月
14
日
（
土
）
、

15
日
（
日
）
、
き
ゅ

り
あ
ん
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

ル
他
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

常
時
50
団
体
が
ブ
ー
ス
出
展
を
行
い
、
土
日

で
出
店
団
体
が
入
れ
替
わ
る
た
め
、
２
日
間
共

に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

品
川
区
と
災
害
協
定
を
結
ん
で
い
る
、
岩
手

県
宮
古
市
田
老
町
漁
業
協
同
組
合
の
ブ
ー
ス
を
、

品
川
区
職
員
有
志
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
み
ゃ
っ
こ

隊
」
が
手
伝
い
、
田
老
町
の
特
産
品
の
紹
介
、

販
売
を
行
い
ま
し
た
。
中
で
も
「
真
崎
焼
き
」

（
た
こ
焼
き
の
た
こ
の
代
わ
り
に
「
真
崎
わ
か

め
」
と
茎
わ
か
め
を
入
れ
て
焼
い
た
も
の
）
、

「
早
採
れ
わ
か
め
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
」
の
試
食

は
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
好
評
で
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
内
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
親

子
で
楽
し
め
る
工
作
教
室
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
来

場
で
会
場
は
終
始
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

（
事
務
局
）
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特
殊
詐
欺
根
絶
を
決
意

３
５
０
人
が
参
加
し
て

パ
ル
ム
商
店
街
を
パ
レ
ー
ド

４
月
26
日
に
品
川
区
議
会
議
員
選
挙

品
川
区
議
会
議
員
選
挙
が
４
月
26
日
（
日
）

に
執
行
さ
れ
ま
す
。

当
日
、
旅
行
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
理
由
で

投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、
本
庁
舎
な
ら
び

に
各
地
域
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
期
日
前
投

票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
地
域
セ
ン
タ
ー
で

の
期
日
前
投
票
期
間
は
４
月
20
日
（
月
）
か

ら
４
月
25
日
（
土
）
の
８
時
30
分
か
ら
20
時

ま
で
で
す
。

集
会
室
の
一
部
に
使
用
制
限

こ
の
選
挙
に
伴
い
、
荏
原
第
一
地
域
セ
ン

タ
ー
の
集
会
室
は
次
の
期
間
中
、
終
日
利
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
第
二
集
会
室

４
月
16
日
（
木
）

～
４
月
27
日
（
月
）

な
お
、
第
一
集
会
室
、
第
三
集
会
室
は

従
来
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

詳
細
は
品
川
選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
５
７
４
２
‐
６
８
４
５
）
ま
で
。

武蔵小山緑道公園

（広報委員 石井恒男）自然豊かなビオトープ

長南署長（左から３人目）も先頭に立って呼びかけ

マンサク

（広報委員 相塲武）

美
味
し
く
食
べ
て
被
災
地
支
援

み
ゃ
っ
こ
隊
の
皆
さ
ん


